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☆18歳以下に給付金
☆犯罪被害者よりそい条例制定
☆一般質問 デジタル化進む授業

(大衡小学校）
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赤ちゃんにも給付金が支給

―

　
給
付
金
の
支
給
に
向
け
て
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

―

　
児
童
手
当
の
受
給
世
帯
は
申

請
不
要
で
、
年
内
中
に
振
り
込
み

予
定
。
新
生
児
や
高
校
生
、
公
務

員
世
帯
は
申
請
が
必
要
に
な
る
。

―

　
支
給
対
象
者
の
人
数
と
年
齢

区
分
は
。

―

　
対
象
者
は
平
成
15
年
４
月
２

日
生
ま
れ
か
ら
令
和
４
年
３
月
31

日
生
ま
れ
ま
で
の
18
歳
以
下
の
子

ど
も
が
対
象
。

　
児
童
手
当
受
給
者
８
２
７
人
、

高
校
生
１
８
０
人
、
公
務
員
世
帯

83
人
、
新
生
児
30
人
の
合
計
１
１

２
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

―

　
５
万
円
ク
ー
ポ
ン
券
で
は
な

く
、
一
括
10
万
円
を
現
金
給
付
に

で
き
な
い
か
。

―
　
国
の
制
度
で
は
現
金
と
ク
ー

ポ
ン
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
と
い
う
議

―

　
現
状
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状

況
は
。

―

　
１
回
目
90
・
１
％
、
２
回
目

89
％
で
あ
る
。
３
回
目
接
種
者
は

12
月
１
日
か
ら
４
名
で
あ
る
。

論
が
さ
れ
て
い
る
。
全
額
現
金
も

可
能
に
な
れ
ば
、
現
金
支
給
を
考

え
た
い
。

―

　
基
金
積
立
金
１
８
６
９
万
円

の
内
容
と
、
今
後
の
基
金
か
ら
の

充
当
事
業
の
予
定
は
。

―

　
ふ
る
さ
と
祭
り
や
新
年
の
つ

ど
い
等
、
下
半
期
分
の
事
業
中
止

分
を
今
回
積
み
立
て
る
。
基
金
の

充
当
事
業
は
未
定
だ
が
、
コ
ロ
ナ

対
策
関
連
の
事
態
に
対
処
し
た
い
。

12月定例会

　
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の

３
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
た
。

　
村
長
提
出
案
件
は
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
親
族
を
支
援
す
る

「
犯
罪
被
害
者
等
よ
り
そ
い
条
例
」
他
21
件
の
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
村
民
体
育
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
４

議
案
が
「
内
容
を
精
査
す
る
」
と
の
理
由
で
取
り
下
げ
ら
れ
た
。

　
修
正
し
た
補
正
予
算
及
び
追
加
議
案
が
２
件
提
出
さ
れ
、
提

出
議
案
は
全
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
　

　
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
し
ま
し
た
。
７
Ｐ
か
ら
14
Ｐ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

一般会計予算
２億4,000万円

増額

主

な

質

疑

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

子
育
て
世
帯
支
援
給
付
金

問問 答問答答

問答

一括10万円を提言18歳以下に給付金　議会
額現金支給に決定専決処分により全

18歳以下に給付金　議会一括10万円を提言

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
基
金

問答
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―

　
事
業
の
内
容
と
対
象
者
は
。

―

　
１
〜
３
年
目
が
１
５
０
万
円
、

４
・
５
年
目
が
１
２
０
万
円
で
あ

り
、
就
農
さ
れ
る
方
へ
の
支
援
で

あ
る
。
衡
上
地
区
の
花
き
栽
培
農

家
が
対
象
に
な
る
。

―

　
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
基
金
の

積
立
目
標
、
事
業
費
総
額
と
、
建

築
場
所
は
ど
こ
か
。

―

　
基
金
は
防
衛
交
付
金
を
財
源

に
６
億
円
を
目
標
に
積
み
立
て
て

お
り
、
事
業
費
総
額
は
約
８
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
建
築
場
所
は
大
衡
中
学
校
の
北

側
敷
地
内
に
予
定
し
て
い
る
。

―

　
増
額
補
正
後
の
交
付
金
の
総

額
と
、
充
当
す
る
事
業
の
詳
細
は
。

―

　
医
療
費
助
成
事
業
に
１
千
万

円
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
基

金
積
立
て
に
１
億
４
３
３
７
万
円
、

西
沢
用
排
水
路
整
備
に
２
千
万
円
、

五
反
田
運
動
広
場
整
備
に
４
千
万

円
、
合
計
２
億
１
３
３
７
万
円
で

あ
る
。

農業女子の活躍に期待

令和３年度

補正予算

補　正　額会　計　別 予 算 額

特
別
会
計

水
道
事
業

2億4,091万円

510万円

154万円

213万円

184万円

61万円

22万円

22万円

267万円

367万円

46億7,419万円

4億9,200万円

2億3,160万円

6億6,007万円

4,660万円

5,741万円

2億4,306万円

2億4,306万円

267万円

3,655万円

◎各種会計補正額

全会一致で可決

主

な

質

疑
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

問答

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備

問答

防
衛
調
整
交
付
金

問答

◎歳出の補正
　学校給食センター整備基金積立 ･･ 9,370万円
　財政調整基金積立 ･･････････････ 8,900万円
　コロナ対策基金積立 ････････････ 1,869万円
　コロナワクチン接種事業 ･･････････ 709万円
　子育て世帯臨時特別給付事業 ････ 5,700万円
　五反田運動広場整備 ･･････････ △1,000万円

◎歳入の補正
　村税（固定資産税、村民税） ･･ 1億2,330万円
　地方交付税 ･････････････････ 1億1,430万円
　防衛施設周辺整備調整交付金 ････ 8,364万円
　子育て世帯臨時特別給付補助金 ･･ 5,700万円
　基金繰入金 ･･･････････････ △1億4,400万円

補正の主なもの

国 民 健 康 保 険

下 水 道

介 護 保 険

戸別合併処理浄化槽

後 期 高 齢

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

一括10万円を提言18歳以下に給付金　議会
対象者1120人

額現金支給に決定専決処分により全

18歳以下に給付金　議会一括10万円を提言

一　般　会　計
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万葉館でのＰＲ活動

―

　
対
象
と
な
る
被
害
者
の
認
定

や
、
警
察
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

―

　
本
人
ま
た
は
家
族
か
ら
の
被

害
届
や
警
察
へ
の
問
い
合
わ
せ
等

に
よ
り
対
象
者
を
確
認
す
る
。
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
注
意
し

て
い
く
。

―

　
支
援
金
の
給
付
制
限
や
、
当

事
者
が
親
族
間
の
事
案
の
場
合
は

ど
う
取
り
扱
う
の
か
。

―

　
給
付
に
関
す
る
内
容
や
親
族

間
の
事
案
な
ど
、
詳
細
は
別
途
規

則
で
定
め
る
。

―

　
施
設
修
繕
の
費
用
負
担
は
従

来
と
同
じ
か
。

―

　
従
来
ど
お
り
10
万
円
以
下
の

修
繕
費
は
指
定
管
理
者
の
負
担
、

10
万
円
を
超
え
る
も
の
は
村
の
負

担
と
な
る
。

―

　
４
者
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
が
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
は
。

―

　
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
事
業
提

案
が
出
さ
れ
た
。
選
定
委
員
会
で

審
査
の
結
果
、㈱
万
葉
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
を
候
補
者
と
決
定
し
た
。

―

　
町
村
の
選
挙
制
度
の
大
き
な

改
正
と
な
る
が
、
次
期
選
挙
に
向

け
て
住
民
へ
の
周
知
は
。

―
　
次
期
の
村
長
選
挙
、
議
会
議

員
選
挙
に
向
け
て
、
選
挙
管
理
委

員
会
で
事
前
に
選
挙
の
手
引
き
に

よ
る
お
知
ら
せ
や
、
立
候
補
予
定

者
へ
の
説
明
会
を
考
え
て
い
き
た

い
。

選挙運動費用の一部を公費負担するもの

犯罪被害者を支援し安心して暮らす地域社会の実現を目指すもの

12月定例会

排
水
処
理
場

問答

児

　童

　館

問答

主
な
質
疑

問答問答

主
な
質
疑

問答

支援対象

支援金額

給付制限

遺族支援金

傷害支援金

死体検案費用支援金

被害者と加害者が親族の場合は対象外 

犯罪による被害者及びその家族、遺族（村内居住者）

クリエートパーク

排水処理施設

児 　 童 　 館

施設名

30万円

10万円

上限10万円

◎条例の概要

◎指定管理施設 指定期間　令和４年度～８年度

公
費
負
担
の
拡
大

選挙運動用自動車の使用

選挙運動用ビラの作成

選挙運動用ポスターの作成

選挙の供託金制度を導入 

限　　度対　　象
・１日１台
・確認を受けた燃料代
・運転手雇用１日１人

・議員15万円
・村長50万円

◎条例の概要

条例
制定

指定
管理

・単価７円51銭
・議員1,600枚
・村長5,000枚
・50枚(原則ポスター掲示場数）

犯罪被害者よりそい条例

選挙公費負担条例

㈱万葉
まちづくり
センター

指定管理者

２億3,904万円

１億3,266万円

１億1,214万円

契約限度額

第191号（令和４年１月27日） おおひら議会だより （４）



当分の間は700円でプレー

―

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
料

金
値
上
げ
に
よ
る
料
金
収
入
の
見

込
み
は
。

―

　
年
間
６
０
０
万
円
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
る
。

―

　
指
定
管
理
者
の
万
葉
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
０
０
円

だ
け
の
値
上
げ
を
予
定
し
て
い
る

理
由
は
。

―

　
村
内
の
在
勤
者
の
入
団
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
休
団
等

も
新
た
に
規
定
さ
れ
る
が
詳
細
は
。

―
　
現
在
は
村
内
居
住
者
し
か
入

団
で
き
な
い
が
、
大
衡
村
に
在
勤

し
て
い
る
村
外
居
住
者
も
入
団
で

き
る
よ
う
に
し
、
団
員
の
確
保
を

図
っ
て
い
く
。

　
転
出
で
退
団
す
る
場
合
も
あ
っ

た
の
で
、
今
後
は
一
時
休
団
の
措

置
も
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

―

　
出
動
手
当
が
費
用
弁
償
か
ら

報
酬
に
改
め
、
日
額
も
増
額
さ
れ

る
が
、
団
員
へ
の
支
払
い
は
ど
う

な
る
の
か
。

―

　
報
酬
は
今
ま
で
分
団
に
支
給

し
て
い
た
が
、
今
後
は
直
接
団
員

個
人
へ
支
給
す
る
。

　
報
酬
は
、
所
得
税
の
課
税
対
象

に
な
る
。

村施設の指定管理者を指定する関連４議案の取り下げ請求がされた。
一般会計予算の補正は、修正後再提出。

◎火災等出動手当の引き上げ
＜１回あたり＞

４時間以内　4,000円
４時間超え　8,000円

―

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用

者
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
利
用
者
の
負
担
を
抑
え
る
面

か
ら
も
、
当
面
は
６
０
０
円
か

ら
７
０
０
円
に
す
る
予
定
。

―

　
５
万
５
千
円
の
年
間
パ
ス

ポ
ー
ト
の
取
り
扱
い
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

―

　
指
定
管
理
者
の
自
主
事
業

で
あ
る
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
も
値

上
げ
が
想
定
さ
れ
る
が
、
今
後

協
議
し
て
い
き
た
い
。

問答問

答問答

問答問答

主
な
質
疑

主

な

質

疑

利用区分

ゴルフコース

ファミリーコース

貸用具

現行

600円

200円

300円

改正後

800円

300円

400円

現行

300円

無料

200円

一般 中学生以下

改正後

400円

100円

300円

取り下げ請求された議案

村民体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

大衡村ふるさと美術館の指定管理者の指定

村民体育施設の指定管理者の指定

令和３年度大衡村一般会計予算の補正

議案第57号

議案第65号

議案第66号

議案第69号

◎パークゴルフ場利用料金の引き上げ

条例
改正

消防団条例

都市公園条例

議案の取り下げ請求

第191号（令和４年１月27日）（５） おおひら議会だより



議案第55号　大衡村犯罪被害者等よりそい条例の制定

議案第75号　令和３年度大衡村水道事業会計予算の補正

議案第76号　令和３年度大衡村一般会計予算の補正

議案第77号　令和３年度大衡村一般会計予算の補正

議案第60号　大衡村都市公園条例の一部改正

議案第63号　大衡村排水処理施設の指定管理者の指定

議案第67号　黒川地域行政事務組合規約の変更

議案第71号　令和３年度大衡村下水道事業会計予算の補正

議案第68号　黒川地域行政事務組合の財産処分

議案第64号　大衡児童館の指定管理者の指定

議案第56号　大衡村国民健康保険条例の一部改正

議案第54号　大衡村議会議員及び大衡村長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例の制定

議案第61号　大衡村非常勤消防団員の定員、任用、給与、
服務等に関する条例の一部改正

議案第62号　万葉クリエートパーク他１公園の指定管理者
の指定

議案第65号　大衡村ふるさと美術館の指定管理者の指定
（取り下げ）

議案第66号　村民体育施設の指定管理者の指定
（取り下げ）

議案第69号　令和３年度大衡村一般会計予算の補正
（取り下げ）

議案第70号　令和３年度大衡村国民健康保険事業勘定特別
会計予算の補正

議案第72号　令和３年度大衡村介護保険事業勘定特別会計
予算の補正

議案第73号　令和３年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別会
計予算の補正

議案第74号　令和３年度大衡村後期高齢者医療特別会計予
算の補正

議案第57号　村民体育施設の設置及び管理に関する条例の
一部改正　　　　　　　　　　（取り下げ）

議案第59号　大衡村家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正

議案第58号　大衡村特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部改正

令和３年12月定例会提出議案　24件令和３年12月定例会提出議案　24件

○賛成　×反対　議長（細川運一）は採決に加わらない。◇採決状況◇

議決結果

(賛成:反対)

議案第54号～56号

議案第58号～59号

議案第60号

議案第61号～64号

議案第67号～68号

議案第70号～77号

可決(11:0)

可決(11:0)

可決(10:1)

可決(11:0)

可決(11:0)

可決(11:0)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

細
川

　運
一

佐
藤

　
　貢

佐
々
木
金
彌

遠
藤

　昌
一

髙
橋

　浩
之

文
屋

　裕
男

佐
々
木
春
樹

赤
間
し
づ
江

小
川
ひ
ろ
み

石
川

　
　敏

佐
野

　英
俊

小
川

　克
也

議　案
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一般
質問

※会議録は大衡村議会ホームページで閲覧できます。

一般質問 村政を問う

質問者一覧表

7名の議員が登壇
佐　野　英　俊
•捕獲イノシシ処理施設の広域整備を
•防災調整池流末河川（奥田川・荒屋敷川・楳田川）の管理は適正か

髙　橋　浩　之
•大衡村の今後の農業振興策は

赤　間　しづ江
•公共施設の指定管理者選定手続きを問う

佐々木　春　樹
•女性消防団員組織設置に関して村としての考えは
•ぽい捨て禁止条例設置を
石　川　　　敏
•公共施設の指定管理委託の方針を問う
小　川　ひろみ
•大衡城について今後の考えは
•デジタル技術で地域活性化を
小　川　克　也
•急務である奥田地区内県道整備の状況は
•スポーツ少年団指導者の育成促進を

定例会ごとに、村長や教育長な
どの執行機関に対し、事務の執行
状況や将来の方針などについて、所
信や疑問を質すこと、あるいは報
告や説明を求めることを言います。

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

一般質問とは

３月１日（火）
次の定例会は

からの予定です

（７） おおひら議会だより 第191号（令和４年１月27日）



60㎏個体８頭を１週間で分解する丸森町の有害鳥獣減容化施設

堆積土砂に葦が生い茂った奥田地区荒屋敷川
よし

―
　
生
息
域
が
北
へ
広
が
り
続

け
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
と

被
害
の
実
態
は
。

―

　
　
平
成
26
年
度
の
１
頭
捕

獲
以
来
、
平
成
30
年
度
ま
で
20

頭
台
で
推
移
し
た
が
、
令
和
元

年
度
に
86
頭
と
急
増
し
、
昨
年

度
は
82
頭
の
捕
獲
で
あ
っ
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
調
査
で
は
、

農
作
物
の
被
害
が
令
和
元
年
度

で
２
５
４
万
円
、
昨
年
度
が
１

７
１
万
円
で
、
農
地
や
畦
畔
の

損
壊
も
発
生
し
て
い
る
。

―

　
捕
獲
イ
ノ
シ
シ
の
処
理
は
。

―

　
　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

に
よ
る
埋
設
や
、
解
体
後
ま
た

は
個
体
の
ま
ま
、
環
境
管
理
セ

ン
タ
ー
で
収
集
ご
み
と
混
ぜ
て

焼
却
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
は
、
埋
設
が
２
頭
、

解
体
（
自
家
消
費
）
が
28
頭
、

個
体
で
の
焼
却
が
52
頭
と
最
も

多
く
、
焼
却
炉
へ
の
搬
入
は
80

頭
で
あ
っ
た
。

―

　
埋
設
や
解
体
の
作
業
軽
減

と
焼
却
炉
へ
の
負
荷
を
な
く
す

た
め
、
県
南
の
町
で
設
置
す
る

オ
ガ
ク
ズ
の
常
在
菌
で
鳥
獣
を

分
解
処
理
す
る
施
設
の
広
域
整

備
を
本
村
か
ら
発
信
し
て
は
。

―

　
　
黒
川
地
域
で
年
間
５
０

０
頭
以
上
捕
獲
さ
れ
て
お
り
、

処
理
は
地
域
の
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
広
域
処
理
に
つ
い
て

積
極
的
に
問
題
を
提
起
し
て
い

く
。

―

　
第
二
仙
台
北
部
工
業
団
地

に
は
、
洪
水
調
整
の
大
規
模
防

災
調
整
池
が
３
か
所
設
置
さ
れ
、

流
末
は
奥
田
川
、
荒
屋
敷
川
、

楳
田
川
に
放
流
さ
れ
て
い
る
が

現
状
は
。

―

　
　
流
出
し
た
土
砂
が
所
々

に
堆
積
し
中
洲
が
で
き
、
河
川

の
流
れ
を
阻
害
し
て
い
る
。

―

　
３
河
川
を
抱
え
る
地
元
の

河
川
愛
護
作
業
に
お
け
る
声
は
。

―

　
　
中
洲
の
刈
り
払
い
な
ど

で
の
作
業
が
困
難
に
な
っ
て
き

た
と
の
声
が
出
て
い
る
。

　
７
月
26
日
に
県
と
合
同
で
現

地
調
査
を
行
っ
た
。

―

　
一
級
河
川
と
し
て
管
理
す

る
宮
城
県
の
取
り
組
み
は
。

―

　
　
県
は
今
年
度
か
ら
５
か

年
計
画
で
、
工
業
団
地
防
災
調

整
池
の
吐
口
付
近
と
松
原
地
区

焼
切
川
に
堆
積
し
た
土
砂
の
撤

去
を
実
施
す
る
。

一般質問村政を問う

増
加
す
る
イ
ノ
シ
シ

処
理
施
設
は
広
域
で

調
整
池
の
放
流

河
川
愛
護
作
業

県
の
取
り
組
み

佐野　英俊 議員

広域処理を積極的に提起する
捕獲イノシシの処理施設を広域で

５か年計画で堆積土を撤去

問村
長

問村
長

問村
長

問村
長

問村
長

問村
長

奥田川・荒屋敷川・
楳田川の管理は

おおひら議会だより （８）第191号（令和４年１月27日）



女性団員の整列も見られるのか

ぽい捨ては犯罪です

―

　
消
防
団
員
数
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

全
国
的
に
女
性
消
防
団
の
数
は

増
加
し
て
い
る
。

　
次
年
度
か
ら
消
防
団
員
の
待

遇
が
変
わ
る
の
で
、
女
性
消
防

組
織
を
設
置
し
、
団
員
確
保
と

共
に
女
性
の
活
動
を
求
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

―

　
　
消
防
団
員
の
減
少
は
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
就

業
形
態
の
多
様
化
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
組
織
の
希
薄
化
な
ど

様
々
な
要
因
に
よ
り
、
団
員
確

保
が
一
層
困
難
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

　
来
年
４
月
か
ら
は
出
動
報
酬

を
引
き
上
げ
る
な
ど
、
待
遇
面

の
改
善
に
も
努
め
て
い
く
。

　
地
域
に
密
着
し
て
生
活
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
結
び

つ
き
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
女

性
の
存
在
も
大
変
重
要
と
認
識

し
て
い
る
。

　
近
隣
市
町
の
状
況
も
踏
ま
え
、

意
向
調
査
や
幹
部
会
で
の
意
見

を
聞
き
検
討
し
た
い
。

―

　
国
道
に
も
ご
み
の
散
乱
が

見
う
け
ら
れ
る
。
環
境
美
化
運

動
の
際
、
缶
酎
ハ
イ
や
ビ
ー
ル

の
空
き
缶
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
２
台

を
超
す
地
区
も
あ
っ
た
。

　
環
境
省
で
調
査
を
行
っ
た
、

ぽ
い
捨
て
禁
止
条
例
の
有
無
に

つ
い
て
村
の
回
答
は
。

―

　
　
「
大
衡
村
環
境
美
化
の

促
進
に
関
す
る
条
例
」
と
し
て

制
定
済
み
。

　
罰
則
規
定
あ
り
と
回
答
し
て

い
る
。

―

　
ご
み
捨
て
を
防
止
す
る
取

り
組
み
は
。

―

　
　
ぽ
い
捨
て
禁
止
や
不
法

投
棄
禁
止
の
看
板
の
設
置
、
監

視
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ご

み
散
乱
地
区
に
お
け
る
委
託
清

掃
作
業
、
監
視
用
カ
メ
ラ
の
設

置
、
荒
れ
地
の
除
草
の
依
頼
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

一般質問 村政を問う

佐々木春樹 議員

意向調査し検討する
女性消防団員の考えは

問

問

問

村
長

村
長

村
長

ぽ
い
捨
て
禁
止
条
例
設
置
を

罰
則
を
含
め
設
置
済
み

（９） おおひら議会だより 第191号（令和４年１月27日）



今後の管理はどうする（村民プール)

指定管理施設の更新予定

―
　
指
定
管
理
の
体
育
施
設
と

し
て
西
部
球
場
と
多
目
的
運
動

広
場
に
、
屋
内
運
動
場
と
村
民

プ
ー
ル
２
か
所
を
追
加
す
る
理

由
は
。

―

　
　
屋
内
運
動
場
は
平
日
の

夜
間
や
休
日
の
利
用
が
多
く
、

プ
ー
ル
は
監
視
員
の
確
保
が
困

難
で
あ
る
。
指
定
管
理
に
す
る

こ
と
で
人
員
確
保
が
可
能
に
な

る
。

―

　
西
部
球
場
と
多
目
的
運
動

広
場
の
指
定
管
理
料
が
約
１
千

万
円
増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
業

務
内
容
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

―

　
　
芝
生
管
理
作
業
の
変
更

は
な
い
。
経
費
の
積
算
方
法
が

作
業
人
員
あ
た
り
単
価
か
ら
、

作
業
面
積
あ
た
り
単
価
に
変
更

し
た
の
で
２
倍
に
増
額
と
な
っ

た
。

―

　
新
た
に
指
定
管
理
に
予
定

し
て
い
る
体
育
施
設
３
か
所
の

指
定
管
理
料
が
、
５
４
１
万
円

多
く
か
か
る
。

　
指
定
管
理
に
よ
っ
て
従
事
職

員
の
人
件
費
分
が
、
節
約
で
き

る
と
い
う
理
由
は
妥
当
か
。

―

　
　
体
育
施
設
全
体
で
は
指

定
管
理
料
が
２
倍
に
な
る
が
、

施
設
管
理
に
従
事
し
て
い
る
社

会
教
育
課
職
員
２
名
の
人
件
費

の
35
％
分
３
２
４
万
円
が
節
約

で
き
る
と
試
算
し
て
い
る
。

―

　
削
減
さ
れ
る
社
会
教
育
課

職
員
の
業
務
事
務
分
担
は
、
今

後
ど
の
よ
う
に
配
置
す
る
の
か
。

―

　
　
人
員
数
は
そ
の
ま
ま
で
、

社
会
教
育
の
分
野
に
今
ま
で
以

上
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

―

　
各
施
設
の
指
定
管
理
料
は

今
後
５
年
間
で
６
億
９
千
万
円

以
上
の
経
費
が
か
か
る
。

　
管
理
方
法
や
予
算
面
か
ら
も
、

指
定
管
理
は
詳
細
を
再
検
討
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

―

　
　
種
々
の
意
見
を
心
し
て

施
設
管
理
に
あ
た
っ
て
い
く
。

一般質問村政を問う

指
定
管
理
に
３
か
所
追
加

施
設
管
理
の
業
務
内
容

経
費
節
減
の
根
拠

削
減
分
の
事
務
分
担

公
の
施
設
の
管
理
方
針

石川　　敏 議員

※

指
定
管
理
者
制
度

　
公
の
施
設
の
管
理
権
限
を
民
間

に
委
任
す
る
こ
と
に
よ
り
「
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
管
理
経
費
の

削
減
」
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

指摘を心してあたる
公共施設の管理を適切に

問村
長

問村
長

問村
長

問問 村
長

村
長

令和３年度指定管理料

5,184万円
1,543万円
597万円
1,136万円
2,121万円
2,747万円

１億3,328万円

施設名

クリエートパーク

体育施設

美術館

大衡城

児童館

排水処理場

合計

令和４年度指定管理料

4,781万円

3,095万円

1,120万円

（除外）

2,243万円

2,653万円

1億3,892万円
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シンボルはどうなっていく…

―

　
大
衡
城
は
平
成
９
年
買
い

取
り
か
ら
、
改
修
等
を
含
め
３

億
円
を
超
え
る
多
額
の
経
費
が

か
か
っ
て
い
る
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
は
指
定

管
理
を
せ
ず
業
務
委
託
と
な
る

よ
う
だ
が
、
今
後
の
方
向
性
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

―

　
　
　
大
規
模
な
改
修
は
せ

ず
に
、
維
持
管
理
と
し
て
い
く
。

受
付
は
社
会
教
育
課
で
対
応
し
、

電
話
や
メ
ー
ル
等
の
予
約
で
開

放
を
し
て
い
く
。

―

　
予
約
で
の
開
放
で
は
な
く
、

曜
日
を
設
定
し
開
館
日
を
決
め
、

検
討
委
員
会
な
ど
を
設
け
る
こ

と
が
必
要
で
は
。

―

　
　
　
　
　
　
検
討
段
階
で

あ
る
の
で
、
今
後
総
合
的
に
勘

案
し
て
い
く
。

―

　
　
　
広
く
意
見
を
聞
く
こ

と
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。
令

和
４
年
度
中
に
は
施
設
の
在
り

方
を
検
討
す
る
。

―

　
25
年
前
に
大
衡
城
は
シ
ン

ボ
ル
と
考
え
取
得
し
て
い
る
。

大
衡
城
の
存
在
・
意
義
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

―

　
　
老
朽
化
は
激
し
く
、
大

規
模
改
修
は
し
な
い
と
い
う
教

育
委
員
会
の
判
断
を
尊
重
し
、

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
外
観
・
景
観

を
保
持
し
て
い
く
。

―

　
村
内
公
共
施
設
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
と
経
費
は
。

　
ま
た
、
執
行
部
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導
入
は
い
つ
か
。

―

　
　
　
　
今
年
度
に
お
い
て

役
場
庁
舎
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

公
民
館
の
整
備
を
行
い
、
庁
舎

内
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
６
か
所

の
経
費
90
万
円
で
あ
り
、
１
か

所
約
15
万
円
で
あ
る
。

　
執
行
部
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
年

内
中
16
台
納
入
予
定
。

―

　
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
と
言
わ

れ
る
本
村
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
に
精
通
し
て
い
る
人
材

は
必
要
で
あ
り
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
制
度
の
導
入
も
考
え
て

は
。

―

　
　
今
後
の
方
向
性
を
見
極

め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
も
考
え
て
い
く
。

―

　
行
政
事
務
効
率
化
・
生
産

性
の
向
上
を
図
る
目
的
と
し
て

企
業
と
の
協
定
や
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
外
部
の
人
材
起
用

も
必
要
で
は
。

―

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る

外
部
人
材
確
保
は
必
須
で
あ
り
、

精
通
し
た
リ
ー
ダ
ー
確
保
を
今

後
考
え
て
い
く
。

一般質問 村政を問う

小川ひろみ 議員

　大規模改修はしない
大衡城青少年交流館の今後は

問問

問

問

問問

村
長

教
育
長

教
育
長

社
会
教
育
課
長

村
長

村
長

総
務
課
長

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
地
域
活
性
化
を

精
通
し
た
リ
ー
ダ
ー
確
保
を
考
え
て
い
く
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安全のため保護者が付き添う中沢停留所

―
　
衡
下
団
子
沢
地
内
か
ら
奥

田
中
沢
地
内
を
直
線
で
結
ぶ
路

線
新
設
計
画
が
あ
る
が
、
進
捗

状
況
は
。

―

　
　
路
線
の
一
部
に
土
地
の

境
界
が
未
確
定
と
な
っ
て
い
る

場
所
が
あ
る
た
め
、
平
成
14
年

度
か
ら
事
業
休
止
に
な
っ
て
い

る
。

―

　
路
線
新
設
計
画
が
進
ま
な

い
中
、
第
二
仙
台
北
部
中
核
工

業
団
地
に
向
か
う
車
で
、
奥
田

地
区
内
県
道
の
交
通
量
は
年
々

増
加
傾
向
で
あ
る
。
交
通
事
故

が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

―

　
　
狭
い
道
路
で
も
あ
り
、

常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ

る
。
道
路
管
理
者
で
あ
る
宮
城

県
仙
台
土
木
事
務
所
へ
情
報
提

供
し
、
対
応
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
粘
り
強
く
要
望
し
て
い
く
。

―

　
奥
田
地
区
内
か
ら
万
葉
バ

ス
を
利
用
す
る
児
童
生
徒
が
多

数
い
る
。
安
全
な
と
こ
ろ
に
停

留
所
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

―

　
令
和
２
年
度
か
ら
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
指
導
者
制
度
が
改

定
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
。

―

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指

導
者
資
格
が
廃
止
と
な
り
、
公

認
コ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

資
格
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
移
行
期
間
は
令
和
２
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
で
あ
る
。
ま

た
、
移
行
手
続
き
と
し
て
登
録

料
が
新
た
に
１
万
３
千
円
自
己

負
担
と
な
る
。

―

　
　
安
全
な
場
所
に
移
動
で

き
る
か
、
柔
軟
に
対
処
し
て
い

く
。

―

　
奥
田
地
区
内
県
道
の
路
線

新
設
計
画
や
環
境
整
備
を
促
す

取
り
組
み
と
し
て
、
村
井
知
事

に
直
談
判
し
て
は
ど
う
か
。

―

　
　
機
会
が
あ
れ
ば
要
望
し

て
い
く
。

―

　
指
導
者
の
金
銭
的
負
担
が

増
え
る
の
で
、
指
導
者
の
確
保

を
図
る
た
め
、
登
録
料
を
助
成

で
き
な
い
か
。

―

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

代
表
者
会
議
で
、
意
見
を
聴
き

検
討
し
て
い
く
。

一般質問村政を問う

路
線
新
設
計
画

奥
田
地
区
内
県
道
の
状
況

バ
ス
停
留
所

県
へ
の
要
望

指
導
者
制
度
改
定

指
導
者
の
確
保

小川　克也 議員

県に粘り強く要望していく
急げ  奥田地区内県道整備を

問

村
長

教
育
長

教
育
長

村
長

村
長

村
長

問

問問

問 問

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
員
に
助
成
を

意
見
を
聴
き
検
討
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指定管理第１号のパークゴルフ場

―

　
公
の
施
設
指
定
管
理
期
間

が
満
了
し
、
令
和
４
年
度
か
ら

５
年
間
の
更
新
時
期
で
あ
る
。

ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク
、
排
水
処

理
場
な
ど
９
施
設
管
理
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
更
新
手
続
き
か
ら
公

募
と
し
た
理
由
は
。

―
　
　
施
設
の
指
定
管
理
は
平

成
18
年
度
に
始
ま
り
、
公
募
に

よ
ら
な
い
方
法
で
行
わ
れ
て
き

た
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
、

効
率
的
に
提
供
す
る
た
め
、
民

間
事
業
者
に
幅
広
く
求
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
判
断
し
公
募

に
し
た
も
の
で
あ
る
。

―

　
新
規
参
入
を
考
え
た
場
合
、

告
知
か
ら
締
切
り
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
適
切
だ
っ
た
か
。

―

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

事
前
告
知
を
し
、
締
切
り
ま
で

１
か
月
半
の
期
間
を
設
け
て
お

り
、
十
分
確
保
し
た
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
児
童
館
運

営
に
４
事
業
者
が
、
そ
の
他
施

設
に
つ
い
て
は
１
事
業
者
の
応

募
が
あ
っ
た
。

―

　
事
業
者
の
選
定
基
準
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

―

　
　
指
定
管
理
者
選
定
評
価

表
に
よ
り
26
項
目
を
５
段
階
で

点
数
付
け
を
し
１
５
０
点
満
点

の
う
ち
、
90
点
以
上
を
適
正
点

と
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
各
施
設
と
も
、

万
葉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が

優
先
交
渉
権
者
と
決
定
し
た
。

―
　
選
定
委
員
の
構
成
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

―

　
　
副
村
長
と
７
名
の
担
当

課
長
で
あ
る
。

　
副
村
長
は
申
請
者
で
あ
る
万

葉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
代

表
取
締
役
で
あ
り
、
審
査
に
は

一
切
関
わ
っ
て
い
な
い
。

―

　
公
募
で
競
争
原
理
が
働
き
、

指
定
管
理
者
に
は
緊
張
感
を
持

っ
た
管
理
運
営
が
望
ま
れ
る
。

年
度
ご
と
、
実
施
状
況
の
検
証

が
必
要
で
は
な
い
か
。

―

　
　
事
業
報
告
に
対
す
る
評

価
は
実
施
し
て
い
な
い
。

　
施
設
運
営
の
改
善
点
な
ど
更

な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

一般質問 村政を問う

公
募
方
法

選
定
方
法

実
施
状
況
の
検
証

赤間しづ江 議員

公募し評価表に基づき選定
公の施設指定管理者選定手続きは

問問

問問

問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長
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素直に喜べない収穫の秋

―
　
米
概
算
金
が
大
幅
減
に
な

り
、
村
も
10
ａ
当
た
り
５
千
円

を
交
付
し
た
が
、
非
常
に
厳
し

い
農
業
情
勢
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
ま
た
転
作
作
物
で
あ
る
大
豆

は
連
作
障
害
が
発
生
し
、
特
産

作
物
を
目
指
し
た
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
等
の
生
産
も
滞
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
打
破
す
る
た
め
に
、

先
進
地
と
の
交
流
会
や
、
専
門

的
な
技
術
を
持
っ
た
識
者
を
招

へ
い
し
て
、
直
接
指
導
し
て
い

た
だ
く
考
え
は
な
い
か
。

―

　
　
理
想
論
で
あ
る
が
、
農

業
者
の
方
々
の
合
意
形
成
が
、

図
ら
れ
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な

い
。

　
農
家
の
高
齢
化
も
進
み
、
新

し
い
事
を
始
め
る
に
は
、
更
に

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で

あ
り
非
常
に
難
し
い
。

　
農
業
者
自
ら
が
そ
れ
ら
を
見

い
出
し
、
村
執
行
部
を
動
か
す

機
運
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

―

　
村
に
は
、
集
落
営
農
団
体

や
、
農
作
業
機
共
同
利
用
組
合

が
あ
る
が
、
多
く
の
農
家
は
個

人
経
営
で
あ
り
、
新
た
な
機
械

更
新
も
ま
ま
な
ら
な
い
。

　
各
農
家
の
保
有
農
業
機
械
の

橋
渡
し
を
す
る
組
織
を
作
り
、

村
内
の
農
家
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
人
材
を
、
村
が
中
心
と

な
っ
て
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

―

　
　
大
衡
版
農
業
公
社
、
あ

る
い
は
機
械
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
組
織
が
、

構
築
で
き
れ
ば
良
い
方
向
に
進

ん
で
い
く
と
思
わ
れ
る
。

―
　
今
後
の
農
業
振
興
の
た
め

に
は
、
専
門
の
指
導
員
や
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
、
人
材
確

保
が
必
須
で
あ
る
。

―

　
　
農
業
は
大
衡
村
の
基
幹

産
業
で
あ
り
、
い
か
に
持
続
さ

せ
て
い
く
か
が
当
面
の
課
題
で

あ
る
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や

大
学
な
ど
と
も
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
そ
の
方
々
の
意
見
も
参

考
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

一般質問村政を問う

意見を参考に取り組む
農業の専門指導者を

指
導
者
の
招
へ
い

髙橋　浩之 議員

問

問

問

村
長

村
長

村
長
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真心こめた米、来年にも繋げたい

コロナワクチン集団接種（ひだまりの丘）

―

　
農
業
支
援
策
と
し
て
農
業
経

営
収
入
保
険
へ
の
加
入
促
進
が
必

要
で
は
。

―

　
現
在
本
村
で
の
加
入
者
は
12

件
で
あ
る
。
要
件
と
し
て
青
色
申

告
が
必
須
に
な
る
。

―

　
燃
料
の
高
騰
に
よ
る
ハ
ウ
ス

農
家
に
対
す
る
支
援
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。

―

　
把
握
は
し
て
い
る
が
、
今
後

の
動
向
を
見
極
め
検
討
す
る
。

―

　
支
援
金
の
内
容
は
。

―

　
Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
な
地
区
本
部
の

種
苗
費
・
肥
料
費
の
試
算
合
計
が

10
ア
ー
ル
あ
た
り
一
万
円
な
の
で
、

二
分
の
一
の
５
千
円
を
支
援
す
る
。

―

　
支
援
金
の
手
続
き
は
。

―

　
申
請
者
の
提
出
期
限
を
12
月

10
日
と
し
、
12
月
24
日
に
振
り
込

み
に
よ
る
支
払
い
を
す
る
。

・３回目、新型コロナワクチン接種に係るシステム改修･･･900万円
・新型コロナウィルス感染症拡大防止協力金･･････････214万8千円

（飲食店等の時短営業に対する協力金９事業者）

・新型コロナワクチン３回目接種に係るシステム改修
･･･900万円

・新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金
･･･215万円

（飲食店等の時短営業に対する協力金９事業者）

令和３年11月25日

令和３年10月15日

第3回臨時会

主

な

質

疑

問答問答

問答問答

一般会計予算１,１１5万円増額

一般会計予算2,160万円増額

海老沢２号線外改良舗装工事の請負契約の変更

補正
予算第4回臨時会

補正
予算

契約
変更

変更項目 変更前 変更後

道路の側溝

横断管渠

縦断用側溝
コンクリート蓋

計画なし
遠心ボックスカルパート
集水桝２基

横断用側溝
グレーチング蓋
集水桝２基

契約金額 4,708万円 5,063万円

・地域農業継続支援金　2,508万円
　　米価の下落に伴う次期作付け支援（10アールあたり5,000円交付）

・地域産業継続支援金　△348万円
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防災の要として万全な体制に

防災用ヘリポ－トも設置され、県全体の地
域防災上からも重要な消防施設である。

引き続き利用者の声を聞き、利用しや
すいデマンド型交通の構築が必要である。

消防車（Pumper）と救急車（Ambulance）が連携
して救急活動を行うこと。

平成７年に開設した黒川地域の市町村で運営する
常備消防機関で、災害出場は４市町村。

ヘア－メイクエアリ－、愛美容室
ヘア－ル－ムカノン、床屋の常さん
理容室おおば

おてんとさん吉岡店
吉岡郵便局

村内 大和町

地区区分

東側（月・木）
西側（火・金）

計

53人
63人
116人

登録者数 運行日当り平均利用者
上り便利用者
（大衡⇒大和）

下り便利用者
（大和⇒大衡）

2.5人
2.3人
2.4人

14人
13人
27人

６人
８人
14人 大衡村→指定目的地（上り）

第１便
第２便
第５便

８：50
10：00
14：30

第３便
第４便
第６便

指定目的地→大衡村（下り）
11：00
13：30
16：00

出場先
件数

大衡村
175

富谷市
19

大和町
140

大郷町
8

高速道
1

計
343

職員体制

所長以下19人
(交代勤務)

配置車両
高規格救急車
１台

水槽付ポンプ車
１台

連絡車
１台

火災

３件
交通労災
36件

一般負傷
32件

急病
136件

救　急
転院他
10件

計
214件

　試験運行が始まり、利用者の声により12月から変更。
①運行時間の一部変更
②指定目的地の追加
③予約締め切り時間の変更

※色のついた部分が変更になる便

黒川消防署大衡出張所の現況

新地域交通システム［デマンド型交通］

◎大衡出張所の消防力

◎調査を終えての所感・意見

◎調査を終えての所感・意見

◎追加される指定目的地

◎試験運行利用状況（令和３年10月実績）

◎変更後の時刻表

◎ＰＡ連携活動とは

調査年月日：令和３年11月４日

総務民生Reportレポート委員会

◎大衡村の災害発生状況（令和３年10月31日現在）

※大衡村へ他の救急隊が39件出場

◎大衡救急隊の出場状況（令和３年10月31日現在）

◎変更事項
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授業風景が変わったよ

漏水調査で発見し修繕

住民の手でイノシシの足止めを

タブレット端末は各科目の授業において使用されてお
り、授業の進め方や児童生徒の理解力の向上につながる
と感じた。

小・中学校児童生徒全員にタブレット端末を配布済み。
各授業において使用している。

漏水調査修繕の結果、有収率が前年度73.3％から約６ポ
イント改善。
今後も漏水調査の継続と配水設備の更新を計画的に進め
られたい。

・漏水件数　16か所
・漏水箇所　村管理配水管６か所（消火栓１・道路３・
　　　　　　橋梁２）個人管理給水管10か所
・修繕済み　10か所

・被害防止電気柵購入補助金（令和３年９月末）
　42件　補助金　3,379,000円
・進入防止ワイヤーメッシュ柵の設置
　大瓜上、大瓜下地区へ設置予定　延長15㎞

わな設置　撤去
止めさし
処理等
予察捕獲
手当支給額合計

53人
20人
18人
10人

124日
39頭
46日
10日

2,085,000円

イノシシ対策

水道施設の老朽化対策

小・中学校GIGAスクール

◎有害鳥獣駆除実施隊活動状況（令和３年９月末）

調査年月日：令和３年11月８日

産業教育

◎調査を終えての所感・意見

R委員会

◎タブレット端末

◎調査を終えての所感・意見

◎漏水調査結果

◎被害防止対策

第191号（令和４年１月27日）（17） おおひら議会だより



タブレット端末操作研修会を重ねて、ペーパーレス化の
取り組みを加速させたい。

９月定例会から紙資料と併用でタブレット端末を使用し会議。

　警備、経費の問題からＡTMを縮減する方
向で進めており増設する考えはありません。
　手数料が変わらないので、コンビニATM
をご利用ください。

郵便局の支店設置はとても便利で活用してい
ます。役場近くに七十七銀行ATMが欲しいです。
　泉中央駅の北口にATMの施設があるのですが、
村にも主要なATMを並べて設置できないでしょ
うか。

コロナ禍の影響で「住民と議会との懇談会」を中止し、議会だより第189号で手紙などによる
「みなさんの声」をお願いし、お寄せいただいたご意見をお知らせします。

タブレットを活用し質問する議員

30代 女性からの声

はち　や　　みのる　　　
大瓜上地区　蜂谷　稔　さん

七十七銀行吉岡支店の回答

議員の皆さんは村全体の課題や各行政区の要望をしっかり聞き把握し、質問して問題提起解決してい
ると思いました。
議会と執行部は、しっかりとした村政に向かっているように全体的に感じました。
県内市町村で初の「犯罪被害者支援条例」は素晴らしいです。

委員会Reportレポート

◎各委員の声

議会活性化
特別委員会

・資料をいつでもどこでも見ることができる。
・資料を探しやすい。
・紙資料の保管スペースを削減できる。
・事務連絡や会議通知等の情報をスムーズに見れる。

・メモが取りにくい。
・複数の資料を同時に見るのがうまくできない。

項 目

メリット

デメリット

ポイント

◎調査を終えての所感・意見

タブレット議会始動

議会を傍聴して

へのお答え

Ｑ Ａ
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若
い
世
代
の
感
性
を
受
け
入
れ

る
姿
勢
を
積
極
的
に
取
っ
て
い

き
た
い
。

①

　小
川
　克
也

寅
年
は
ど
ん
な
年
？

新
型
コ
ロ
ナ
の
災
い
を
追
い
払

い
、
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

②

佐
野
　英
俊

任
期
も
あ
と
一
年
余
り

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
目
線

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

③

石
川
　
　敏

住
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い

現
場
目
線
を
大
切
に
し
て

ま
い
進
し
て
い
き
た
い
。

④

小
川
ひ
ろ
み

笑
顔
を
忘
れ
ず
、
支
え
ら
れ
、

生
か
さ
れ
て
い
る
事
に
感
謝
し

な
が
ら
歩
ん
で
い
き
た
い
。

⑤

赤
間
し
づ
江

初
志
貫
徹

議
員
を
志
し
た
思
い
を
忘
れ
ず

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑥

佐
々
木
春
樹

初
心
を
忘
れ
ず
、
ご
指
導
を
頂

い
た
住
民
皆
様
の
声
を
、
行
政

に
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑦

文
屋
　裕
男

厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
！

お
互
い
の
防
止
対
策
と
笑
顔
で

元
の
生
活
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

⑧

髙
橋
　浩
之

村
民
よ
り
行
政
に
様
々
な
面
で

お
願
い
さ
れ
て
い
る
立
場
微
力

な
が
ら
努
力
し
ま
す
。

⑨

遠
藤
　昌
一

議
員
と
し
て
の
信
念
は

「
政
治
は
住
民
の
為
に
」

皆
様
の
声
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

⑩

佐
々
木
金
彌

村
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、
安
心
と
生
き
が
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

⑪
　副
議
長
　佐
藤
　
　貢

議
員
が
大
衡
村
の
未
来
の
た
め

に
、
自
由
に
意
見
交
換
・
討
論

で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

⑫

　議
長
　細
川
　運
一

新年のメッセージ
皆さんの声を村政に
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私
の
将
来
の
夢
は
、
助
産
師
に

な
る
こ
と
で
す
。
あ
る
テ
レ
ビ
番

組
で
、「
お
母
さ
ん
の
出
産
を
見

て
、
人
を
助
け
る
仕
事
に
就
き
た

い
と
思
っ
た
。
」
と
大
家
族
の
娘

さ
ん
が
言
っ
て
い
る
の
を
見
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
言
葉
が

心
に
響
き
、「
私
も
人
を
助
け
る

仕
事
が
し
た
い
。
」
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
命
の
尊
さ
、「
生
き
る
」
と
い

う
こ
と
の
凄
さ
に
気
付
い
た
瞬
間

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
一
生
懸
命
勉
強
し
、

赤
ち
ゃ
ん
に
病
気
が
な
い
か
も
見

つ
け
ら
れ
る
助
産
師
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
で

き
れ
ば
人
の
命
を
救
う
よ
う
な
仕

事
が
し
た
い
で
す
。
以
前
か
ら
東

日
本
大
震
災
で
津
波
の
被
害
に
あ

っ
た
学
校
を
見
た
り
、
当
時
の
体

験
を
聞
い
た
り
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　
い
っ
ぱ
い
時
間
が
経
っ
て
い
る

け
れ
ど
、
ま
だ
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
人
も
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
人
た
ち
の
力
に
な

り
た
い
と
思
い
、
人
の
命
を
救
う

仕
事
を
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
人
の
命
を
救
う
仕
事
に
つ
い
た

ら
、
が
ん
ば
っ
て
た
く
さ
ん
の
命

を
救
い
た
い
で
す
。

輝 く村びと

ま
た
新
し
い
１
年
が
始
ま

り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
間
を
挽

回
し
、
今
年
こ
そ
平
穏
で
、

佳
き
思
い
出
を
積
み
重
ね
ら

れ
る
日
々
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
ば
か
り
で
す
。

皆
さ
ん
に
読
ま
れ
、
議
会

活
動
が
伝
わ
る
広
報
を
目
指

し
、
編
集
委
員
一
同
心
を
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
。

赤
間
し
づ
江

　小
中
学
校
で
は
授
業
ス
タ

イ
ル
に
大
き
な
変
化
が
表
れ

て
い
る
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
時
間

や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
学

習
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

大衡小学校　６年

　
平
成
16
年
に
衡
中
東
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
愛
好
会
が
発
足
し
、
現
在
は

13
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
コ
ー

ス
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
柔
ら

か
な
芝
生
を
踏
み
歩
き
、
き
れ
い

な
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
っ
て
、

４
月
か
ら
11
月
ま
で
月
一
度
、
心

を
開
き
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い

マ
ス
ク
を
通
し
て
会
話
も
弾
み
有

意
義
な
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
心
と

体
の
健
康
維
持
に
と
て
も
良
い
も

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
健
康
維

持
で
大
切
な
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
意
識
の
違
い
を
認
め
な
が
ら
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
継
続
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
大
会
で
入
賞
し
た
い
、
仲
間
と

談
笑
し
た
い
、
適
度
な
運
動
を
し

た
い
な
ど
、
皆
さ
ん
考
え
は
違
い

ま
す
。
ど
ん
な
思
い
も
大
丈
夫
で

す
。
マ
イ
ペ
ー
ス
に
一
緒
に
活
動

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
愛
好
者
の
裾
野
を
広
げ
て
い

た
だ
き
、
世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
の
更
な
る
普
及
発
展
の
た
め

に
、
村
民
無
料
開
放
日
や
大
会
等

を
通
じ
て
、
参
加
選
手
間
と
の
交

流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

編
集

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

発
行
責
任
者

　
議
　
長
　
細
川
　
運
一

助
産
師
に
な
り
た
い

人
の
命
を
救
う
仕
事
を

ともに楽しくプレーしましょう

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
健
康
増
進

衡
中
東
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

あ
ら
　き
　

　
　しょ
う
い
ち 

　
　

会
　長
　荒
木
　昭
一 

さ
ん

泉　　小春　さん

いずみ　　　　こ　はる

No.191

ほそかわ　　いち　か

細川　苺夏　さん

あ
と
が
き

表
紙
写
真

第191号（令和４年１月27日） おおひら議会だより （20）
再生紙を使用しています


